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論  文  内  容  の  要  旨  

氏  名  （  古 林  太 郎  ）

論文題名 
Sustainability and evolution of a simple host-parasite RNA replicator system 
(単純な宿主・寄生体複製系の持続可能性と進化に関する研究) 

論文内容の要旨 

宿主生物の資源を一方的に奪い増殖するウイルス等の寄生体は、極めて普遍的な存在である。動物や植物などの高

等生物に対してはもちろんのこと、単純な細菌や古細菌に至るまで全ての生物分類群に対して寄生体が存在すること

が知られている。その起源はRNAワールドのような太古の前生物的時代にまで遡ると言われ、生命の起源から今日に至

るまで、生物の進化に大きな影響を与えてきたという証拠が近年続々と報告されてきており、寄生体の生命進化にお

ける重要性がますます認知されてきている。 

 複雑で多様な生命も、元をたどれば自己複製能力を持つRNA(リボ核酸)のような単純な複製子から進化してきたと言

われている。免疫などの防御システムを持たない単純な複製系においては、寄生体の出現は致命的になり得る。原始

の複製体がいかにして寄生体の脅威を逃れて存続し進化できたのかは、生命の起源をめぐる大きな謎であり、１９７

０年代頃から理論的な考察がなされてきた。 

本研究では、まずは生命の起源で想定されるような単純な宿主・寄生体複製系の理論モデルを構築し、複製系の持

続可能性を考察した。複製子が環境から提供される単純な区画(脂質二重膜やエアロゾルなど)にランダムに封入され、

潮の満ち引きや間欠泉の噴出など周期的な環境変動によって区画の一部が融合・分裂したり、環境外に洗い流される

といった、原始地球においても実現可能であると思われる現象のモデルである。理論モデルを解析した結果、強力な

寄生体の存在下でも、宿主がこのような単純なメカニズムのみによって安定に存続可能である条件が明らかになり、

区画の数が十分多いことや、頻繁な区画間の融合分裂、また利用可能な栄養が多すぎないことが複製系の安定な存続

にとって重要であることが示された。 

また、単純な複製系がどのように進化し得るのかは大きな謎であった。番所らは近年、自己複製能力を持つ単純な

RNA複製系を微小区画に封入して植え継ぐことで、宿主RNAと寄生体RNAが個体数の振動を伴いつつも存続可能であるこ

と、および宿主が寄生体の増殖を抑えるように進化できることを始めて実験的に示した。本研究では、さらに長期的

に宿主と寄生体を植え継ぎ進化させることで、宿主と寄生体が振動(競争状態)から共存する状態に至る現象や、新し

い寄生体が出現する複雑な進化的軍拡競争を観察した。また、寄生体の存在下では、宿主の進化が加速することを見

出した。この結果は原始複製系の進化において、寄生体の存在が大きな影響を与えていたことを示唆する。 

 以上の成果は、原始複製体の生存、およびその進化に対する寄生体の影響の一端を明らかにした。本研究成果は、

原始生命体が如何にして生存し、進化してきたのかについての理解に貢献する。 




